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1 月 14 日～16 日、三木ホー

スランドパークで第 73 回全

日本障害馬術大会Ⅱ(2021 年

度)が開催されました。遠野

産馬 8 頭が出場し、中障害 D

で鯨岡啓輔選手騎乗の遠宝

18(ペガサス乗馬クラブ)が優

勝しました。 

中障害 Dで優勝した遠宝 18と鯨岡啓輔選手 待機馬場にて 

〇多くの人に支えられて  

今大会では、遠宝 18 と同じ競技に出場した阿日塔選手とナイルゲームスターAⅡ(Tokai ﾎｰｽﾊﾟｰｸ）が 3 位入賞、ま

た内国産競技で鯨岡啓輔選手とアルテミス(ﾍﾟｶﾞｻｽ乗馬ｸﾗﾌﾞ)が 2 位入賞するなど遠野産馬が活躍しました。いろい

ろなライダーや関係者の方々が遠野産馬に関わり、大切にして育ててくださっていることを感じました。 

    

ﾅｲﾙｹﾞｰﾑｽﾀｰ AⅡと阿日塔選手 ｾﾙｳﾞｨｽと西脇小夜子選手 ﾋﾞｸﾄﾘｱﾝﾛｰｽﾞ Aと尾藤緑育選手 ｱﾙﾃﾐｽと鯨岡啓輔選手 

  

このほかダービー競技にはフロ

ム A と西野嵩啓選手（岡山乗馬

倶楽部）が出場しました。 

競技の詳細は日本馬術連盟の HP

をご覧ください。 

https://www.equitation-

japan.com  

ﾏﾘｱﾝﾊﾀﾝｺﾞｱ Aと井澤優選手 ﾊﾔﾃ･ﾍﾟｶﾞｻｽと鯨岡啓輔選手 
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